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水
防
訓
練
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
京
田
辺
市
消
防
署

井
手
分
署
員
か
ら
水
防
工
法
の
基

本
と
さ
れ
る
『
杭
打
ち
積
土
の
う

工
法
』・『
月
の
輪
工
法
』・『
積
み

土
の
う
工
法
』
な
ど
の
説
明
を
受

け
た
後
、
村
田
団
長
か
ら
「
訓
練

開
始
」
の
号
令
が
か
け
ら
れ
、
各

分
団
長
の
指
揮
の
も
と
各
団
員
が

相
互
に
協
力
し
、
訓
練
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

訓
練
最
後
に
、
汐
見
町
長
か
ら

「
今
日
の
訓
練
は
、
そ
れ
ぞ
れ
手

際
よ
く
、
正
確
に
取
り
組
み
、
大

変
心
強
い
で
す
。
台
風
シ
ー
ズ
ン

が
近
づ
く
中
、
い
ざ
と
い
う
と
き

に
は
、
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
て

下
さ
い
」
と
講
評
が
あ
り
、
訓
練

を
終
え
ま
し
た
。

敷
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
水
防
訓
練
は
、「
梅
雨
時
の

出
水
期
」
や
「
台
風
シ
ー
ズ
ン
の

豪
雨
」
を
想
定
し
、
消
防
団
員
が

実
践
的
訓
練
を
通
じ
て
基
礎
的
な

水
防
工
法
を
習
得
す
る
こ
と
に
よ

り
、
水
害
等
に
対
処
で
き
る
水
防

技
能
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
今
回
は
夜
間
を
想
定
し
『
災

害
時
用
投
光
機
』
を
実
際
に
使
用

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
の
訓
練
に
は
、
汐
見
町
長

を
は
じ
め
、
府
山
城
北
土
木
事
務

所
・
府
山
城
広
域
振
興
局
田
辺
地

域
総
務
室
・
国
土
交
通
省
淀
川
工

事
事
務
所
木
津
川
出
張
所
・
府
田

辺
警
察
署
・
京
田
辺
市
消
防
本
部
・

区
長
会
か
ら
関
係
者
が
出
席
し
、

約
３
時
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た

　

井
手
町
消
防
団
（
村
田
吉
男
団

長
＝
団
員
２
５
０
人
）
に
よ
る
水

防
訓
練
が
、
５
月　

日
（
日
）、

２９

玉
水
橋
北
側
の
木
津
川
右
岸
河
川
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５
月　

日
（
金
）、
多
賀
小
学
校

１３

で
「
子
ど
も
の
安
心
・
安
全
を
守

る
連
絡
会
議
」
が
、
多
賀
地
区
の

子
ど
も
１
１
０
番
の
家
の
方
々
、

民
生
児
童
委
員
、
保
護
者
、
田
辺

警
察
署
員
ら
が
出
席
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

乾
校
長
、
牧
野
教
育
長
の
挨
拶

に
続
い
て
、
多
賀
小
学
校
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
取
り
組
み
の
報
告
が
そ
れ
ぞ

れ
行
わ
れ
、
多
賀
小
学
校
で
は

「
知
ら
な
い
人
に
つ
い
て
い
か
な

い
」「
集
団
登
下
校
」
を
は
じ
め
、

協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
田
辺
警
察
署
生
活
安
全

課
の
板
倉
祐
樹
さ
ん
が
「
子
ど
も

を
犯
罪
か
ら
守
る
た
め
に
」
と
題

し
て
講
演
さ
れ
、「
井
手
町
内
で
も

子
ど
も
た
ち
へ
の
声
か
け
事
例
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
届
け
が
な
い

も
の
も
含
め
る
と
件
数
は
も
っ
と

多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
阪
や

奈
良
で
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す

が
、
他
人
事
と
思
わ
な
い
で
犯
罪

者
が
地
域
に
ま
で
入
っ
て
く
る
か

も
し
れ
な
い
と
い
う
意
識
を
持
っ

て
、『
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守

る
』
と
い
う
意
識
を
大
切
に
し
て

く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
て
い
ま

し
た
。
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「
パ
ト
ロ
ー
ル

中
の
ス
テ
ッ
カ

ー
作
成
」、「
校

舎
の
ガ
ラ
ス
を

透
明
」
に
し
た

り
、
府
警
察
本

部
に
直
通
の

「
緊
急
通
報
装

置
」「
さ
す
股
」

の
設
置
、「
あ
い

さ
つ
運
動
」
な

ど
を
報
告
。
Ｐ

Ｔ
Ａ
か
ら
は
、

「
朝
の
登
校
指

導
」「
安
全
指

導
」「
安
全
マ
ッ

プ
の
作
成
」
な

ど
が
報
告
さ

れ
、
出
席
者
に
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こ
の
た
び
、
福
西
昊
さ
ん
（
玉

水
区
）
が
、
引
き
続
き
総
務
大
臣

か
ら
行
政
相
談
委
員
に
再
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣

が
行
政
相
談
委
員
法
に
基
づ
き
民

間
有
識
者
の
中
か
ら
委
嘱
す
る
委

員
で
、
京
都
府
・
市
町
村
が
国
の

仕
事
を
委
任
さ
れ
て
い
る
場
合
や
、

国
か
ら
補
助
金
を
受
け
て
い
る
場

合
の
仕
事
に
つ
い
て
、「
処
理
や

説
明
に
納
得
で
き
な
い
」「
手
続

き
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
な
ど
の

相
談
を
み
な
さ
ま
か
ら
お
受
け
し

て
い
ま
す
。

　

相
談
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は

秘
密
を
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ご
相
談
は
、

◎
第
１
・
３
・
４
月
曜
日
は

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
玉
泉
苑

　

℡　

‐
３
４
９
９

８２

◎
第
２
月
曜
日
は

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
賀
泉
苑

　

℡　

‐
５
０
５
９

８２

い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
４
時
ま
で

▽
福
西
委
員
の
住
所
／
井
手
小
字

南
玉
水　

（
℡　

‐
２
１
９
８
）

１６

８２

　国民健康保険は、みなさんが病気や
ケガをしたとき、その経済的負担を少
なくするために保険税などから医療費
の一部を支払う助け合いの制度で、み
なさんの健康と生活を守る大切なもの
です。
　国民健康保険等の医療保険は、もし
もの時のためのものですから、誰もが
何らかの医療保険に加入しなければな
りません。
　しかし、中には健康保険に未加入で
あったり、会社退職後、社会保険など
から国民健康保険への加入手続きを忘
れていたりして、「無保険」になってい
る方もおられます。
　長い間手続きを忘れ、病気にかかっ
てあわてて加入されても、以前の保険
が切れた原因日までさかのぼって保険
税を納めていただくことになりますの
でご注意ください。
　また、就職して職場の健康保険に加
入されているのに喪失の手続きをされ
ていない場合は、保険税が課税された
ままになりますので、早急に手続きを
行ってください。
　なお、届け出が必要な場合は右図の
とおりですので、『こんなとき』は『持
参するもの』を持って、役場衛生課へ
お越しください。
＊お問い合わせは役場衛生課
　（℡８２-２００１）国民健康保険担当まで

　平成１７年度井手町臨時職員
（非常勤）の登録者を、次のとお
り募集します。
募集職種及び応募資格／
　井手町臨時職員（非常勤）
　�保育士　昭和３０年４月２日

以降に生まれた者で保育士
資格を有する者

　�保育士助手　昭和３０年４月
２日以降に生まれた者で児
童福祉（保育）に対して、
熱意のある者（保育士資格
必要なし）

　　勤務時間については、井手
町臨時職員（非常勤）取扱要
綱の規定により定める時間。
保育士助手については、概ね
午前７時半～９時半、午前１１
時～午後２時、午後４時～６
時のいずれかの勤務時間で勤
務できる方。

受付時間／土曜日、日曜日、祝
日を除く午前８時３０分から午
後５時まで（正午から午後１

時までは除く。）
応募方法／「井手町臨時職員（非
常勤）登録申込書」（総務課に
あります。）又は、市販の履歴
書に必要な事項を記入し、井
手町役場総務課まで提出して
ください。
採用決定／
　�　決定の方法　申し込みの

あった方を、臨時職員登録
者名簿に登録し、採用は職
員に欠員が生じた場合など
必要に応じて、順次この登
録者名簿登載者の中から選
考します。なお、登録期限
は平成１８年３月３１日まで。

　�　採用期間　採用を決定し
た者の採用期間は、必要に
応じて決定します。

賃金／賃金は、井手町臨時職員
（非常勤）取扱要綱に基づき支
給します。
＊お問い合わせは、
　総務課（℡８２-２００１）まで

平成１７年度井手町臨時職員（非常勤）
の登録者の募集について

�こんなときは１４日以内に国民健康保険担当まで届けてください
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印かん・他の市町村の転出証明書他の市町村から井手町に転入してきたとき

印かん・職場の健康保険証からはずれた
証明書

退職して職場の健康保険がなくなったとき、
被扶養者からはずれたとき

印かん・国民健康保険証国民健康保険に入っている人に子どもが生ま
れたとき

印かん生活保護を受けなくなったとき

��������	
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印かん・国民健康保険証井手町以外の市町村に転出するとき

印かん・職場の保険証と国民健康保険証就職して職場の健康保険に入ったとき

印かん・職場の保険証と国民健康保険証被扶養者となったとき

印かん・国民健康保険証国民健康保険に入っている人が死亡したとき

印かん・国民健康保険証国民健康保険に入っている人が生活保護を受
けるようになったとき

��������

�����������

印かん・国民健康保険証井手町内で住所が変わったとき

印かん・国民健康保険証世帯主や氏名がかわったとき

印かん・本人であることを証明するもの
（使えなくなった国民健康保険証）

保険証をなくしたとき
（汚れて使えなくなったとき）

＜国保加入時と同時に該当したとき＞
印かん・職場の保険証・年金証書
＜すでに国保の方で退職者医療に該当し
たとき＞
印かん・国民健康保険証・年金証書

退職者医療制度に該当したとき
（年金制度への加入期間が２０年以上、または４０
歳以降の加入期間が１０年以上で年金を受給さ
れている方）

福
西  
昊 
さ
ん
が

ひ
ろ
し

行
政
相
談
委
員
に
再
任

からのお知らせ

国国国国国国民民民民民民健健健健健健康康康康康康保保保保保保険険険険険険国民健康保険
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に
一
回
は
自
分
の
肺
の
状
態
を
調

べ
ま
し
ょ
う
。

　

６
月　

日
（
火
）・　

日
（
水
）・

２８

２９

　

日
（
木
）
の
３
日
間
、
検
診
バ

３０ス
が
町
内
を
巡
回
し
ま
す
。
お
近

く
の
場
所
、
ま
た
は
都
合
の
よ
い

時
間
帯
を
選
ん
で
こ
の
機
会
に
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

費
用
は
無
料
、
申
し
込
み
も
不

要
で
す
。
検
診
車
で
胸
部
の
レ
ン

ト
ゲ
ン
撮
影
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
必
要
な
方
に
は 
喀 
た
ん
の
検

か
く

査
も
行
い
ま
す
。
着
脱
し
や
す
い

上
着
で
会
場
ま
で
直
接
お
越
し
く

だ
さ
い
。

対
象
／

肺
が
ん
検
診　
　

歳
〜　

歳
の
方

４０

６４

肺
が
ん
検
診
と
結
核
検
診　
　

歳
６５

以
上
の
方

内
容
／
検
診
車
に
よ
る
胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
撮
影
、
問
診

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
保
健
セ
ン
タ

ー
（　

‐
３
３
８
５
）
ま
で

８２

結
核
検
診
の
対
象
年
齢
が

変
わ
り
ま
す

　

結
核
予
防
法
の
改
正
に
よ
り
、

結
核
検
診
の
対
象
者
は　

歳
以
上

１５

か
ら
、　

歳
以
上
に
変
更
さ
れ
ま

６５

し
た
。

　

若
い
頃
に
結
核
が
流
行
し
て
い

た
世
代
の
人
が
今
、　

歳
以
上
の

６５

高
齢
者
と
な
り
、
肺
の
中
で
眠
っ

て
い
た
結
核
菌
が
体
力
や
抵
抗
力

が
落
ち
た
時
に
再
発
す
る
ケ
ー
ス

が
増
え
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
若

い
人
の
結
核
感
染
・
発
病
よ
り
も

高
齢
者
が
か
か
る
割
合
が
ほ
と
ん

ど
を
占
め
る
点
か
ら
、
重
点
的
に

高
齢
者
の
結
核
感
染
・
発
病
を
早

期
発
見
す
る
こ
と
を
目
的
に
今
回

の
改
正
と
な
り
ま
し
た
。

※
肺
が
ん
検
診
の
対
象
者
は
以
前

と
変
わ
ら
ず　

歳
以
上
の
方
で
す

４０

受
け
よ
う 

肺
が
ん
・
結
核
検
診

　

結
核
や
肺
が
ん
を
治
す
た
め
に

は
定
期
的
に
検
診
を
受
け
て
、
早

期
発
見
・
早
期
治
療
に
努
め
、
年

「
日
本
脳
炎
予
防
接
種 

推
奨
の
中
止
」に
つ
い
て

　

町
で
は
予
防
接
種
法
に
基
づ

き
、
こ
れ
ま
で
日
本
脳
炎
の
予
防

接
種
を
勧
奨
し
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
厚
生
労
働
省
は
昨
年
、
他

県
で
接
種
後
に
急
性
散
在
性
脳
脊

髄
炎
（
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
）
に
な
り
重
体

に
陥
っ
た
事
例
に
つ
い
て
、
日
本

脳
炎
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
の
因
果
関

係
を
認
め
、
現
在
の
ワ
ク
チ
ン
に

つ
い
て
は
よ
り
慎
重
を
期
す
る
た

め
、
積
極
的
な
接
種
勧
奨
を
差
し

控
え
る
べ
き
と
判
断
さ
れ
ま
し

た
。
井
手
町
も
こ
の
勧
告
に
従

い
、
当
面
の
対
象
者
へ
の
勧
奨
を

中
止
し
ま
す
。

　

よ
り
リ
ス
ク
の
低
い
ワ
ク
チ
ン

が
現
在
開
発
中
で
あ
り
、
供
給
で

き
る
体
制
が
で
き
た
時
に
接
種
勧

奨
を
再
開
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て

い
ま
す
。

��
��
��
��
��
��
��
��

��
��
��
��

�
農
地
の
転
用
に
は
届
出
が 

必
要
で
す

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の
無

断
転
用
な
ど
、
悪
質
な
も
の
に
つ

い
て
は
改
善
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

無
断
転
用
へ
の
処
分
と
し
て
は
、

３
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
３
０
０

万
円
以
下
の
罰
金
（
農
地
法
第　
９２

条
）
や
原
状
回
復
命
令
（
農
地
法

第　

条
の
２
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

８３
農
地
の
転
用
に
は
必
ず
許
可
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

＊
農
地
の
転
用
、
売
買
な
ど
の
相

談
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
（
役

場
産
業
課
内　

℡　

‐
２
０
０
１
）

８２

ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

肺がん・結核検診 日程表
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な
お
、
接
種
対
象
年
齢
で
流
行

地
へ
渡
航
す
る
場
合
や
蚊
に
刺
さ

れ
や
す
い
環
境
に
あ
る
場
合
、
日

本
脳
炎
に
感
染
す
る
恐
れ
が
高
い

場
合
等
で
、
接
種
を
本
人
又
は
そ

の
保
護
者
が
希
望
す
る
場
合
に
は

効
果
及
び
副
反
応
を
理
解
し
、
明

示
の
同
意
を
行
っ
た
上
で
現
行
の

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
希
望
さ
れ

る
方
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
、
公

費
負
担
で
の
接
種
は
可
能
で
す
の

で
、
実
施
医
療
機
関
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

※
ま
た
、
念
の
た
め
、
戸
外
へ
出

る
と
き
に
は
、
で
き
る
限
り
長

袖
、
長
ズ
ボ
ン
を
身
に
着
け
る

等
、
日
本
脳
炎
ウ
イ
ル
ス
を
媒
介

す
る
蚊
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
保
健

セ
ン
タ
ー（　

‐
３
３
８
５
）ま
で

８２

▼
日
本
脳
炎
と
は
…
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

た
豚
の
血
を
吸
っ
た
蚊
を
通
じ
て
人
間
に

感
染
す
る
。
１
０
０
〜
１
０
０
０
人
に
ひ

と
り
が
脳
炎
を
発
症
。
発
症
者
の
う
ち
約

　

％
が
死
亡
し
、
半
分
は
神
経
の
後
遺
症

１５を
残
す
。
１
９
６
０
年
代
は
、
国
内
で
年

間
１
０
０
０
人
以
上
が
発
症
し
た
が
、　
９２

年
以
降
は　

人
未
満
に
激
減
し
た
。

１０

�月��日（木）
午後�時半～�時

文化パルク城陽
（�������������）

日時

場所

内容 事例発表
�直売所探検隊からの探検
　結果報告
�直売所ってこんなところ
�どうして今、直売所なのか？

分科会による交流会

＊お問い合わせは、山城広域振興局
　農林商工部（℡０７７４-２２-３２２９）まで

やましろ食食と農農の
交流交流シンポジウム
�������������	����



　　　　��������

　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
暖
か
い
気
候

の
中
ど
う
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

日
本
で
は
５
月
に
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

と
呼
ば
れ
る
大
型
連
休
が
あ
り
ま
す
。
ア
メ

リ
カ
に
は
こ
の
よ
う
な
連
休
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
ぞ
れ
の
人
達
が
夏
な
ど
に
長
い
休
み
を

と
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
５
月
の
連
休
や

お
盆
と
い
っ
た
決
ま
っ
た
時
期
に
そ
れ
も
み

ん
な
一
斉
に
休
む
こ
と
や
高
速
道
路
や
鉄
道

が
大
混
雑
す
る
こ
と
は
不
思
議
な
光
景
で
し

た
。

　

私
も
こ
の
休
み
を
利
用
し
て
韓
国
へ
行
き

ま
し
た
。
な
ぜ
韓
国
か
と
い
う
と　

年
前
、

３０

私
の
両
親
は
ピ
ー
ス
コ
ー
プ
ス
と
い
う
団
体

で
働
い
て
い
ま
し
た
。
ピ
ー
ス
コ
ー
プ
ス
と

い
う
の
は
開
発
途
上
国
に
ア
メ
リ
カ
の
若
い

人
達
を
送
り
込
み
学
校
を
建
設
し
た
り
、
病

院
を
建
設
し
た
り
、
社
会
基
盤
の
整
備
を
行

い
そ
の
国
の
開
発
の
手
助
け
を
行
な
う
ア
メ

リ
カ
政
府
が
運
営
し
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。
当
時
韓
国
は
ま
だ
開
発
途
上
国
で
あ
り
、

私
の
両
親
は
お
互
い
を
知
ら
な
い
同
士
だ
っ

た
の
で
す
が
、
現
地
の
女
性
と
母
親
が
友
達

に
な
り
、
そ
の
韓
国
の
女
性
を
通
じ
て
母
親

が
父
親
と
知
り
合
い
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
結

婚
し
た
そ
う
で
す
。
そ
の
韓
国
の
女
性
と
母

親
は
現
在
で
も
友
人
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
と

韓
国
は
と
て
も
遠
い
の
で
な
か
な
か
会
う
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。　

年
前
に
ア
メ
リ
カ
の

１５

私
の
家
族
を
訪
ね
て
く
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ

以
来
会
っ
て
い
な
い
の
で
今
回
私
が
日
本
に

住
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
訪
ね
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
彼
女
の
家
族
に
温
か
く

迎
え
て
も
ら
い
久
し
ぶ
り
に
家
族
と
い
う
も

の
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

家
族
と
い
う
と
５
月
の
第
２
日
曜
日
は
母

の
日
で
し
た
。
母
の
日
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
時

代
が
発
祥
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
歴
史
が
古
く
、

昔
か
ら
母
親
に
は
み
ん
な
感
謝
し
て
い
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
で
は
赤
い
カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
贈
る
み
た
い
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ

で
母
の
日
が
始
ま
っ
た
と
き
は
白
い
カ
ー
ネ

ー
シ
ョ
ン
を
贈
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
母
親

は
毎
日
ご
飯
や
洗
濯
、
掃
除
な
ど
の
家
事
を

行
な
っ
て
く
れ
ま
す
。
そ
れ
が
当
た
り
前
だ

と
思
っ
て
し
ま
う
と
な
か
な
か
感
謝
の
気
持

ち
が
わ
き
ま
せ
ん
。
私
は
一
人
暮
ら
し
を
し

て
い
る
の
で
料
理
や
洗
濯
、
掃
除
を
や
ら
な

い
と
い
け
な
い
の
で
家
事
の
大
変
さ
が
よ
く

わ
か
り
同
時
に
母
の
あ
り
が
た
さ
も
よ
く
わ

か
り
ま
し
た
。
母
の
日
に
面
と
向
か
っ
て
感

謝
を
つ
た
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
帰

国
し
た
と
き
に
伝
え
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

通
常
の
講
習
よ
り
も
、
１
回
に
つ
き　

分
（
計

３０

　

分
）
長
い
の
で
ゆ
っ
く
り
と
学
ぶ
こ
と
が
で
き

９０ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

《
パ
ソ
コ
ン
基
礎
（
計
３
回
・　

時
間
）》

７．５

日
時
／
７
月
７
日（
木
）・　

日（
月
）・　

日（
木
）

１１

１４

【
昼
の
部
】
午
後
２
時
半
〜
５
時

【
夜
の
部
】
午
後
７
時
〜
９
時
半

内
容
／
電
源
の
入
れ
方
・
文
字
の
入
力
・
文
章
の

作
成
な
ど

《
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
基
礎
（
計
３
回
・　

時
間
）》

７．５

日
時
／
７
月　

日（
木
）・　

日（
月
）・　

日（
木
）

２１

２５

２８

【
昼
の
部
】
午
後
２
時
半
〜
５
時

【
夜
の
部
】
午
後
７
時
〜
９
時
半

内
容
／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
検
索 
メ
ー
ル
の
送
受

信
な
ど

場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

２
Ｆ

対
象
／　

歳
以
上
の
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者

１６

講
師
／
け
い
は
ん
な
イ
ン
フ
ォ
ザ
ー
ル
か
ら
派
遣

の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

持
ち
物
／
筆
記
用
具
・
テ
キ
ス
ト
代
（
２
５
０
円
・

初
回
の
み
）

定
員
／
各
時
間
帯　

人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は

１０

抽
選
を
行
い
、
抽
選
も
れ
の
方
に
の
み
連
絡
し
ま

す
。）

お
申
込
み
／
６
月　

日
（
金
）
ま
で
に
い
づ
み
人

２４

権
交
流
セ
ン
タ
ー
へ
受
講
申
込
書
を
持
参
ま
た

は
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　

未
経
験
者
・
初
心
者
を
対
象
に
し
た
教
室
で
、

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
の
基
礎
を
学
び
な
が
ら
作
品
を

制
作
し
ま
す
。
下
絵
を
写
す
の
で
、
絵
を
描
く
こ

と
が
苦
手
な
方
で
も
大
丈
夫
で
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時
／
７
月
６
日
（
水
）・　

日
（
水
）

２０

　
　
　

８
月
３
日
（
水
）・　

日
（
水
）

２４

　
　
　

９
月
７
日
（
水
）

　
　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
半
〜
午
後
０
時
半

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
研
修
棟

対
象
／　

歳
以
上
の
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者

１６

P
a
in
t
H
o
u
s
e
A
-h
u
m

講
師
／ 
 
  
   
 
 
 
 
  
  
 
 
（
ペ
イ
ン
ト
ハ

ウ
ス
あ
う
ん
） 

山
口
勝
子
さ
ん

持
ち
物
／
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
用
の
筆
（
当
日
購
入

可
）・
材
料
費（
５
０
０
円
※
初
回
の
み
）・
タ
オ
ル
・

筆
記
用
具

※
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
用
の
絵
の
具
な
ど
、
そ
の
他

の
必
要
な
も
の
は
主
催
者
側
で
用
意
し
ま
す
。

定
員
／　

人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
を
行

１５

い
、
抽
選
も
れ
の
方
に
の
み
連
絡
し
ま
す
。）

お
申
込
み
／
６
月　

日
（
水
）
ま
で
に
い
づ
み
人

２２

権
交
流
セ
ン
タ
ー
へ
受
講
申
込
書
を
持
参
ま
た
は
、

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
研
修
棟
で

作
品
の
サ
ン
プ
ル
を
展
示
し
ま
す
。

《
展
示
日
時
》
６
月　

日
（
月
）
〜　

日
（
水
）【
土

１３

２２

日
除
く
】
９
時
〜　

時
・　

時
〜　

時

１２

１３

１７

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡　

‐
３
３
８
０　
�
　

‐
４
１
１
２
）
ま

８２

８２

で

隣
保
館
モ
デ
ル
事
業

ゆ
っ
く
り
学
べ
る

パ
ソ
コ
ン
教
室

交
流
促
進
講
座
開
催
事
業

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト

教
室
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講
座
・
教
室

�
�
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日
時
／
６
月　

日
（
火
）・　

日
（
火
）

１４

２８

　
　

／
７
月　

日
（
火
）

１２

　
　

い
ず
れ
も
、
午
後
７
時
〜
９
時

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

�
�
�
�
�
�
�

日
時
／
７
月
９
日
（
土
）
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

�
�
�
�
�
�
�
�
	


��

日
時
／
６
月　

日
（
土
）

１８

　
　

／
７
月
２
日
（
土
）・　

日
（
土
）

１６

　
　

い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

体
育
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館
（
℡　

‐
８２

４
１
１
２
）
ま
で
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


��

日
時
／
６
月　

日
（
火
）
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

１４

講
師
／
植
村
牧
場
代
表　

黒
瀬
礼
子
さ
ん

「
小
さ
な
町
の
牧
童
た
ち　

〜
と
も
に
働
き
、
と

も
に
生
き
る
〜
」

�
�
�
�
�
�
�
�
	



《
太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）》

日
時
／
６
月　

日
（
金
）
午
後
１
時
半
〜
３
時

２４

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
大
正
琴
》

日
時
／
６
月　

日
（
金
）
午
前　

時
〜
正
午

２４

１０

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
ペ
ン
習
字
》

日
時
／
６
月　

日
（
木
）
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

２３

《
カ
ラ
オ
ケ
》

日
時
／
６
月　

日
（
水
）
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

２２

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

＊
場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

応
募
締
切
／
７
月　

日
（
金
）

２９

応
募
先
／
作
品
の
裏
に
応
募
表
を
貼
り
付
け
の
上
、

郵
送
・
ま
た
は
持
参
す
る
こ
と
。

〒
６
０
２
‐
８
５
７
０
京
都
府
保
健
福
祉
部
動
物

愛
護
管
理
室

審
査
／
京
都
府
で
審
査
の
う
え
、
入
賞
者
に
通
知

し
ま
す

�
特
選　

１
点　
�
１
席　

２
点　

�
２
席　

３
点　
�
入
選　

点
程
度

１０

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
都
府
保
健
福
祉
部
動
物

愛
護
管
理
室
（
℡
０
７
５
‐
４
１
４
‐
４
７
６
３
）、

ま
た
は
山
城
北
保
健
所
（
℡
０
７
７
４
‐　

‐
２

２１

１
９
１
）
ま
で

知
事
と 
和 
い

わ

 
和 
い
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

わ

開
催

　
『
明
日
の
京
都
・
山
城
を
語
る
〜
「
人
・
間
（
に

ん
げ
ん
）
中
心
」
の
京
都
づ
く
り
〜
』
を
テ
ー
マ

に
知
事
と
和
い
和
い
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
ま

す
。
是
非
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
／
６
月　

日
（
日
）
午
後
２
時
〜
４
時

２６

場
所
／
ふ
れ
あ
い
交
流
館
ゆ
う
ホ
ー
ル
（
久
御
山

町
佐
古
外
屋
敷
２
３
５　

℡
０
７
７
４
‐　

‐
０

４５

０
０
２
）

　

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
記
入
の
う
え
、
ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
先
／

〒
６
１
１
‐
０
０
２
１
宇
治
市
宇
治
若
森
７
‐
６

　

山
城
広
域
振
興
局
企
画
振
興
室

℡
０
７
７
４
‐　

‐
２
０
４
９

２１

�
０
７
７
４
‐　

‐
８
８
６
５

２２

Ｅ
メ
ー
ル

yam
ashin-ki-kikaku@

m
ail.pref.kyoto.j

   
   
  
          
 
 
     
       
  
  p  

の
動
き
と
、
体
の
動
き
を
つ
な
げ
る
」

�
　

月　

日
（
水
）「
読
み
あ
わ
せ
会
（
音
楽
を
入

１０

２６

れ
て
）」

時
間
／
い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

場
所
／
い
ず
れ
も
玉
泉
苑

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡　
８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で
。

児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
る
方
へ 

お
済
み
で
す
か
？ 

「
現
況
届
」の
提
出
は
６
月
中
で
す

　

児
童
手
当
の
現
況
届
は
、
受
給
者
の
前
年
の
所

得
状
況
と
、
６
月
１
日
現
在
の
家
庭
で
の
児
童
養

育
の
状
況
を
記
載
し
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受

け
る
資
格
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。
こ
の
届
け
の
提
出
が
な
い
と
６
月
分

以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
必

ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
況
届
の
提
出
対
象
者
は
、
小
学
３
年
生
ま
で

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
で
、
前
年
の
所
得
が

一
定
額
未
満
の
場
合
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
今
年
の
１
月
１
日
以
降
に
井
手
町
に
転
入

さ
れ
た
方
は
、「
現
況
届
」
の
他
に
前
住
所
地
の
市

町
村
が
発
行
す
る
「
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書
」

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
住
民
課
（
℡　

‐
２
０
０

８２

１
）
ま
で

平
成　

年
度 

１７

動
物
愛
護
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

テ
ー
マ
／
人
と
動
物
（
哺
乳
類
、
鳥
類
及
び
爬
虫

類
の
ペ
ッ
ト
に
限
る
）
と
の
愛
情
あ
ふ
れ
た
作
品

応
募
要
領
／
４
つ
切
り
（
カ
ラ
ー
・
白
黒
・
パ
ソ

コ
ン
プ
リ
ン
ト
可
）
で
、
ひ
と
り
２
点
以
内
、
未

発
表
の
物
に
限
る
。

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
子
育
て
中
の
親
子
が

気
軽
に
集
ま
っ
て
交
流
で
き
る
場
を
提
供
す
る
た

め
に
、
０
歳
児
か
ら
３
歳
児
の
就
学
前
の
乳
幼
児

と
そ
の
親
を
対
象
に
６
月
か
ら
毎
月
第
４
木
曜
日

の
午
前
９
時
半
か
ら
正
午
ま
で
、
玉
泉
苑
の
一
部

を
開
放
す
る
「
わ
く
わ
く
広
場
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

木
の
お
も
ち
ゃ
や
、
遊
び
歌
の
Ｃ
Ｄ
な
ど
を
用

意
し
て
い
ま
す
の
で
親
子
で
遊
び
に
き
て
く
だ
さ

い
。
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

��
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
��
�
�
�

�
�日

時
／

�
６
月　

日
（
水
）「
腹
式
呼
吸
を
意
識
し
て
響
き

２２

の
あ
る
音
を
つ
く
る
・
笑
顔
の
効
果
」

�
７
月　

日（
水
）「
ゆ
っ
く
り
落
ち
着
い
て
読
む
・

２７

イ
メ
ー
ジ
を
豊
か
に
描
い
て
心
の
中
に
像
を
形

づ
く
る
」

�
９
月　

日
（
水
）「
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に
読
む
・
心

２８



　　　　��������

日
時
／
６
月　

日
（
金
）
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

２４

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

�
�
�
�
�
�
�
�
	



《
育
児
相
談
・
遊
び
の
広
場
》

日
時
／
６
月　

日
（
水
）
午
前
９
時
半
〜　

時
半

１５

１０

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
／
母
子
手
帳

《
育
児
相
談
》

日
時
／
７
月
６
日
（
水
）
午
前
９
時
半
〜　

時
半

１０

場
所
／
西
部
公
民
館

《
マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
》

日
時
／
７
月
５
日
（
火
）・　

日
（
水
）

１３

　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

持
ち
物
／
母
子
手
帳
・
筆
記
用
具

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡　

‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

�
�
�
�
�
�
�
�
�

日
時
／
６
月　

日
（
月
）

２０

　
　

／
７
月　

日
（
月
）

１１

　
　

午
前　

時
半
〜
午
後
２
時

１０

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡　

‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

�
生
後
３
ヶ
月
〜　

ヶ
月
ま
で
で
す
が
出
来
る
だ

９０

け
３
ヶ
月
〜　

ヶ
月
の
間
に
２
回
服
用
し
て
く

１８

だ
さ
い

《
Ｂ
Ｃ
Ｇ
》

日
時
／
６
月　

日
（
金
）

１７

�
生
後
１
〜
６
ヶ
月
ま
で
に
受
け
て
下
さ
い

＊
受
付
／
い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
２
時　

分
４５

＊
場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
母
子
手
帳
と
予
診
票
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い

＊
「
予
防
接
種
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
は
毎
回
必
ず
読

ん
で
く
だ
さ
い

各
種
相
談

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

日
時
／
６
月　

日
（
月
）・　

日
（
月
）

２０

２７

　
　

／
７
月
４
日
（
月
）

　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

日
時
／
６
月　

日
（
月
）

１３

　
　

／
７
月　

日
（
月
）

１１

　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
４
時

場
所
／
賀
泉
苑

�
�
�
�
�
�
�
�

日
時
／
６
月　

日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

２７

場
所
／
玉
泉
苑

＊
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
は
、
毎
週
月
曜
日

（
月
４
回　

第
１
・
３
・
４
は
、
玉
泉
苑
、
第
２
は

賀
泉
苑
）
に
開
設
し
て
い
ま
す
。（
第
５
月
曜
日
と

祝
祭
日
に
あ
た
る
月
曜
日
は
開
設
し
ま
せ
ん
）

＊
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡　
８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で
。

�
�
�
�
�
�

日
時
／
６
月　

日
（
火
）
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

１４

場
所
／
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

《
マ
グ
ネ
ッ
ト
づ
く
り
》

日
時
／
８
月　

日
（
木
）
午
後
１
時
半
〜

１１

費
用
／
い
ず
れ
も
２
０
０
円

対
象
／
い
ず
れ
も　

歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
害
の

６０

あ
る
方

＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

＊
毎
月　

日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
だ

１０

よ
り
」
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
詳
し
い
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

健

康

�
�
�
�
�
�
�
�

日
時
／
６
月　

日
（
木
）

２３

　
　

／
７
月
７
日
（
木
）・　

日
（
木
）

２１

　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
／　

歳
以
上

４０子

育

て

�
�
�
�
�
�
�
�
	

《
１
歳
半
健
診
》

日
時
／
７
月
４
日
（
月
）

　

受
付：

午
後
１
時
〜
１
時
半

対
象
／
Ｈ　

・　

・　

か
ら
Ｈ　

・
１
・
４
生
ま
れ

１５

１０

２２

１６

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

《
三
種
混
合（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
ぜ
き
・
破
傷
風
）》

日
時
／
７
月　

日
（
火
）

１２

�
第
一
期
初
回
は
生
後
６
ヶ
月
か
ら
６
歳
ま
で
に

３
回
接
種
、
出
来
る
だ
け
４
歳
ま
で
に
完
了
し

て
く
だ
さ
い

�
第
一
期
追
加
は
、
初
回
３
回
接
種
完
了
後
、
１

年
〜
１
年
６
ヶ
月
の
間
に
１
回
接
種

《
ポ
リ
オ
》

日
時
／
６
月　

日
（
月
）

２０

ー
研
修
棟

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡　

‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�


��
�

��

�
�日

時
／
６
月　

日
（
土
）
午
前　

時
〜
午
後
３
時

２５

１０

場
所
／
男
山
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
八

幡
市
八
幡
大
谷
）℡
０
７
５
‐
９
８
３
‐
１
６
１
１

講
師
／
青
少
年
育
成
指
導
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

田
居
友
一
氏

《
講
演
》「
子
ど
も
会
指
導
者
の
役
割
に
つ
い
て
」

《
実
習
》
野
外
炊
事
と
各
種
ゲ
ー
ム
指
導
等

お
申
し
込
み
／
６
月　

日
ま
で
に
社
会
教
育
課
へ

１７

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

日
時
／
７
月
８
日
（
金
）・　

日
（
金
）

２２

　
　

午
後
８
時
〜
９
時
半

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

�
申
込
は
不
要
で
す

�
雨
天
曇
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す

�
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
子
様
だ
け

で
の
参
加
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課
（
℡　

‐
５

８２

７
０
０
）
ま
で

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

《
演
奏
会
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
》

日
時
／
７
月　

日
（
木
）
午
後
１
時
半
〜

１４

場
所
／
賀
泉
苑

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�


�
�
�
�
�
�
�


�


�
�
�
�
	
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 
!
�



�������������

�
雑
誌
は
１
人
５
冊
、
２
週
間

�
視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
、
１
週
間

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�
�

「
い
つ
か
、虹
の
向
こ
う
へ
」 
伊
岡　

瞬

「
ビ
ネ
ツ
」 

永
井
す
る
み

「
夏
の
魔
法
」 

本
岡　

類

「
た
ま
た
ま
…
」 

大
道
珠
貴

「
第
三
の
容
疑
者
」 

小
杉
健
治

「
こ
の
本
が
、
世
界
に
存
在
す
る
こ
と

に
」 

角
田
光
代

�
�
�
�
�
火
曜
日
〜
日
曜
日

�
�
�
�
�
�

４
月
〜
９
月　

午
前　

時
〜
午
後
６
時

１０

☆�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
６
月　

・　

・　

〜　

日

１３

２０

２４

３０

�
７
月
４
・　

・　

・　

・　

日

１１

１９

２５

２８

※
６
月　

日（
金
）〜　

日（
木
）は
特
別

２４

３０

資
料
整
理
期
間
の
た
め
休
館
し
ま

す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
図
書
は
１
人　

冊
、
２
週
間

１２

「
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
誕
生
」

 

サ
ラ
・
デ
ュ
ナ
ン
ト

�
�
�
�

「
へ
い
き
へ
い
き
」 

内
田
麟
太
郎

「
ガ
イ
コ
ツ
に
な
り
た
か
っ
た
ぼ
く
」

 

ウ
ル
フ
・
ス
タ
ル
ク

「
虫
た
ち
の
ふ
し
ぎ
」 

新
開　

孝
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《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

７
月
９
日
（
土
）

午
後
１
時
半
か
ら

《
親
と
子
の
絵
本
の
会
》

６
月　

日
（
土
）

１８

７
月　

日
（
土
）

１６

い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら
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６
月　

日
（
水
）

２９

�
午
前　

時
〜　

時
半

１０

１０

�
午
前　

時　

分
〜　

時　

分

１０

４０

１１

１０

イケズの構造
入江敦彦
「ぶぶづけ」なんて作り話。
でも京都を訪れたアナタは
必ず出会う。信じられない、
恐ろしい、爆笑のイケズに。
生粋の京都人による痛快イ
ケズエッセイ。

毎日かあさん（カニ母編）
西原理恵子
「家庭円満マンガを描いて
いたら、連載中に離婚して
しまいました（笑）」と、あく
までも明るいサイバラ家の
家族絵巻。『毎日新聞』生活
家庭面連載の「さいばらり
えこの毎日かあさん」に描
きおろしを加えて一冊にま
とめる。

リュックのりゅう坊①
ともだちいっぱい
工藤直子
りゅう坊は、今日もリュッ
クをしょっておでかけです。
とかげじいさんが声をかけ
ました。「今日のリュックの
なかみはなんだい？」  元
気な竜の坊や、りゅう坊の
活躍する、オールカラーの
楽しい絵童話。

ババールの美術館
せなあいこ
ババールとセレストは、使
われなくなった鉄道の駅を
美術館に改造しました。い
ろいろな時代のぞうの美術
品がいっぱいです。人間の
世界でも見たことがあるよ
うな絵画や彫刻が…？
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�
�
年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
引
き
続
き
年
金
を

受
け
る
権
利
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た

め
、
年
１
回
、
誕
生
月
の
初
旬
に
「
現
況
届
」
が

送
付
さ
れ
ま
す
の
で
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

誕
生
月
の
末
日
ま
で
に
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

提
出
が
遅
れ
る
と
年
金
の
支
払
が
一
時
止
ま
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
速
や
か
に
提

出
し
て
下
さ
い
。
万
一
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
再
交

付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
役
場
の
国
民
年

金
窓
口
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
方
は
提
出
不
要
で

す
。

①
年
金
の
裁
定
（
決
定
）
か
ら
１
年
が
経
過
し
て

い
な
い
方

②
年
金
が
全
額
支
給
停
止
に
な
っ
て
い
る
方
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※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場衛生課（℡０７７４―８２―２００１）まで
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▼徒歩・自転車の利用を

　短距離の移動に際しては、
なるべく徒歩や自転車を利用
しましょう。

▼不必要なエアコンの使用を
　控えましょう

　必要のないときにもエアコ
ンをつけっ放しにしていませ
んか？１日１時間エアコンの
使用を控えましょう。

家庭・オフィスでできる　省エネ

※し尿に関するお問い合わせは、
　城南衛生管理組合（TEL０７５‐６３１‐５１７１）まで。
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 http://www.town.ide.kyoto.jp/ 
E-mail�idekika@silver.ocn.ne.jp
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電話番号名　　称

0774－82－2001
2160
2237
2468
3290

井手町役場

0774－82－4333
0774－82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－4412井手小学校有王分校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署　井手分署
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～井手町自然～井手町自然
ガイドブックから～ガイドブックから～
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　河原、土手や道端など明る
い所に生える多年草で、雄株
と雌株があります。高さが３０
～１５０㎝ になります。夏から
秋にかけてたくさんの花を付
けます。春、葉が開く前の若
い茎は 食べられます。皮を
はいだものを生で食べること
ができ、強い酸味があります。
　井手町では、多賀地区で
「スイトン」井手地区では「ス
カンボ」とも呼ばれました。
子供たちは「スカポン」とも
呼びました。
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